






































SHOWING INTERRELATIONS OF OLDER PANCHATANTRA VERSIONS










* Indicates hypothetical versions. Italics indicate translations into other languages than Sanskrit.
インドの説話「心臓と耳がないロバ」とイソップ風寓話「心臓がない鹿」
――特に『カター・サリット・サーガラ』KSS.63 章 125-150 節と
バブリオス Babrios 95 番の韻律について――
A Comparison of the Indian tale 'The ass without a heart and ears' and the Aesopian-style fable
'The stag without a heart'
兵 頭 俊 樹
Toshiki HYODO
（和歌山大学クロスカル教育機構）
2017 年 8 月 8 日受理
The Indian tale ‘The ass without a heart and ears’ and the Aesopian-style Greek fable ‘The stag without a 
heart’ are considered to have a common origin.  In the first half of this article we summarize the research 
of T.Benfey, J.Hertel and F.Edgerton about the Indian tale.  In the second half we compare the Indian story 
of the ass in “Kathasaritsagara” and the Greek fable of the stag by the poet Babrios.  By comparing the 







① 「タントラ・アーキアーイカ」（TA. or Tkh.） はヘルテルによって発見され、出版・翻訳され（1909-1910）「パンチャ
タントラ」の原本に最も近いとされる。3 世紀頃。本稿Ⅱ章参照。
② 「南インド本」(SP.) は少なくとも 5 種の副伝本があり、原本のすべての挿話を含むと考えられている。ベンファイ
の言及は本稿Ⅰ章参照（デュボアによる仏訳はタミル語の伝本に基づく）。「南インド本」の全貌の解明はヘルテル
に帰せられる。
③ 「ネパール本」（N. or Nep.） 詩節のみを集めたもので、「南インド本」の副伝本の一つに含まれる詩節のほとんどす
べてを収める。「心臓と耳がないロバ」の話は含まれない。4
④ 「ヒトーパデーシャ」（H. or Hit.）作者ナーラーヤナは「パンチャタントラ」5 巻を 4 巻に改編し 17 編の挿話を加える。
成立は 900-950 年頃。邦訳は岩波文庫 1968 年。「心臓と耳がないロバ」の話は含まれない。
⑤ 「小本 textus simplicior」(Spl.)「タントラ・アーキアーイカ」が発見されるまでは「パンチャタントラ」の代表と
みなされていた。成立は 9 世紀半ばから 11 世紀。「タントラ・アーキアーイカ」より 30 話多い。各巻の分量の平
均化がみられ、詩節が著しく増加。ロバの話の最後の部分の邦訳は以下のとおり。
　　 ところがジャッカルはガツガツしていたので、驢馬の耳と心臓を食べてしまった。この間、ライオンは沐浴し、神々
を拝み祖霊の群れを満足させていたが、もどってみると驢馬の耳と心臓が無くなっているの [ を ] 見て、怒り心
頭に発してジャッカルに言った。（…）ライオンは彼の言葉を聞いて信用し、驢馬を彼と分かちあって、心ゆく
まで食べたことだ。5
⑥ 「広本 textus ornatior」（Pṇ） プールナバドラにより 1199 年に成立。ほかの伝本にない 21 話を含み著しく拡大され
ている。ロバの話の最後の部分の Rajan による英訳は以下のとおり。
　　The jackal, overcome by intense craving for food, ate up the donkey's ears and heart.  When the lion returned after 
completing his bath, and all the prescribed rituals following it, he noticed that both ears and the heart of the ass were 
missing.  (…) Flaming Mane being mollified by Dusty's words, believed them to be true.  He divided the carcass with 
the jackal and ate his own portion. 6
⑦ 亡失した大説話集「ブリハット・カター」の流れをくむ「カタ ・ーサリット・サーガラ」(So. or KSS.) に取り入れらた「パ






　　Darauf sprach er zum Schakal: „Gib zu dem Esel acht, ich will gehen und mich waschen und wieder kommen, denn so 
lautet das Heilrezept, daß der Kranke Herz und Ohren verzehre und den übrigen Leib Gott zum Opfer darbringe.“  So 
ging der Löwe, der Schakal aber fraß das Herz und die Ohren des Esels, damit er, wenn er ihn sehe, es für ein böses 













　　 (Then after he had killed him) the lion said: “ (Friend,) the rule for applying the remedy is this, that it is applied after 
worship of the gods and other rites.  (Only then does it have its effect.) Wherfore do you (stay here quietly and) watch 












と駱駝」の挿話 ] 及びⅠ ,16 [「狡猾なジャッカル」の挿話 ] と一致し、これらの挿話からの影響があるのは疑いない。
§.78 [ Ⅰ ,11 の解釈箇所 ] を参照）――はじめから心臓と耳が欲しいというのではなく、後になって心臓と耳がな
いのに気づくだけである。このような心臓への執着が印欧語を話していた人々の精神と関係があるのかどうかは（cf. 


































































































　　①　「私が＊＊＊＊を終えて帰ってくるまで」yāvad ahaṁ ＊＊＊＊ paryāptiṁ kṛtvāgacchāmi

























－ 65 章に取り入れらた『パンチャタントラ』の物語のなかの「心臓と耳のないロバ」63 章 125 － 150 連。









































































































































準 12 音節で全 102 行。音節数は（12×102）＋ 13 ＝ 1237 音節。13 音は１長音節が 2 短音節と代替。ソーマデーヴァ













１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12
x - v - x - v - x - v -
その亜種とも言うべきものが跛行イアンボスで、第 11 位を長音節とする。
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12
x - v - x - v - x - - -
両者ともに第５位か（および）第７位の後に単語の切れ目が来る。これをカエスーラ（caesura）と呼ぶ。また時に長
音節（ないし長短自由）の position が二つの短音節で占められることがあり、これをレゾルーション（resolution）と
いう。第 5 位の後にある程度の意味のまとまりをなして切れる行を今仮りに 5 句切れと呼び、同じく第 7 位の後のも
のを 7 句切れと呼ぶ。両箇所で切れる場合は、詩句の意味上の切れが大きいほうを優先する。悲劇詩人エウリピデス
のトリメトロスの場合、5 句切れは 70％を超える。12
　バブリオスの寓話 95 番「心臓のない鹿」で狐が鹿の心臓を食う場面で末尾の 10 行半（92-102）。
　　　　　　　　ἡ δ’ ἀγωγὸς εἱστήκει 　　　　　　　 hē d’ agōgos heistēkei 　　　　　　　 / - v - v - - -
　πεινῶσα θήρης, καρδίην δὲ νεβρείην peinōsa thērēs, kardiēn de nebreiēn - - v - - / - v - v - - -
　λάπτει, πεσοῦσαν ἁρπάσασα λαθραίως, laptei, pesūsan harpasāsa lathraiōs, - - v - v / - v - v - - -
　καὶ τοῦτο κέρδος εἶχεν ὧν ἐκεκμήκει. kai tūto kerdos eikhen hōn ekekmēkei. - - v - v - v / - v - - -
　λέων δ’ ἕκαστον ἐγκάτων ἀριθμήσας leōn d’ hekaston enkatōn arithmēsas v - v - v / - v - v - - -
　μόνην ἀπ’ ἄλλων καρδίην ἐπεζήτει, monēn ap’ allōn kardiēn epezētei, v - v - - / - v - v - - -
　καὶ πᾶσαν εὐνήν, πάντα δ’ οἶκον ἠρεύνα. kai pāsan eunēn panta d’ oikon ēreunā. - - v - - / - v - v - - -
　κερδὼ δ’ ἀπαιολῶσα τῆς ἀληθείης,  kerdō d’ apaiolōsa tēs alētheiēs,  - - v - v - v / - v - - -
　“οὐκ εἶχε πάντως” φησί “μὴ μάτην ζήτει. “ūk eikhe pantōs” phēsi “mē matēn zētei.   - - v - - - v / - v - - -
　ποίην δ’ ἔμελλε καρδίην ἔχειν, ἥτις poiēn d’ emelle kardiēn ekhein, hētis - - v - v / - v - v - - -
　ἐκ δευτέρου λέοντος ἦλθεν εἰς οἴκους;” ek deuterū leontos ēlthen eis oikūs - - v - v - v / - v - - -














　　 その傍らで狐はうらめしそうに佇んでいた / 餌食を連れてきたのはこの俺なのに―― / ふと鹿の心臓がこぼれ落
ちる / 狐はライオンの目を盗んですかさず失敬、/ 自分は良い働きをした、その褒美だとばかりに / 舌なめずり
してからじっくり堪能したのだった。/ ライオンは一つ一つ内臓を検分したが / 洞穴のなか、寝床の隅々までさ
がしてみても / 肝心の心臓だけはみつからない。/ 智略に富む狐は真実を隠して言った、/ 「もともと心臓などな
かったのです。探しても無駄。/ 一度ならず二度までもライオンの洞穴に来るなど、/［強心臓というよりは考え
のない無心の草木。］」
このようにして Barbius 95 全体を分析した結果が以下の表である。
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26
⑤ 5 5 ⑤ ⑤ 5 5 ⑤ 5 ⑤ ⑤ 5 ⑤ ⑤ ⑤ ⑤ ⑤ ⑤ ⑤ ⑤ ⑤ ⑤ ⑤ 5 ⑤ ⑤
⑦ ⑦ 7 ⑦ ⑦ 7 ⑦ 7 ⑦ 7 7 7 7 7 7 ⑦
4短短 6短短 2短短 1短短 1短短 4短短
27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52
5 5 ⑤ ⑤ 5 ⑤ ⑤ ⑤ 5 ⑤ 5 ⑤ ⑤ ⑤ ⑤ 5 ⑤ 5 5 5 ⑤ ⑤ 5 ⑤ ⑤ ⑤
7 ⑦ 7 7 ⑦ 7 ⑦ 7 7 7 ⑦ ⑦ 7 ⑦
1短短1短短
53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78
⑤ ⑤ ⑤ ⑤ ⑤ ⑤ ⑤ ⑤ ⑤ ⑤ 5 5 ⑤ ⑤ ⑤ ⑤ ⑤ ⑤ ⑤ ⑤ ⑤ ⑤
⑦ ⑦ 7 ⑦ ⑦ ⑦ 7 7 ⑦ 7
4短短 1短短 4短短 1短短
79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100 101 102
⑤ ⑤ ⑤ ⑤ ⑤ ⑤ 5 ⑤ ⑤ ⑤ 5 ⑤ ⑤ ⑤ ⑤ 5 ⑤ ⑤ ⑤ 5 ⑤
7 7 7 ⑦ ⑦ 7 7 ⑦ 7 ⑦ ⑦ ⑦
6短短 4短短
　表で１段目は Babrbius 95 の行数。2，3 段目は 5 句切れ（＝⑤）と 7 句切れ（＝⑦）の有無。⑤は第 5 位の後に語
の切れ目はあるが第 7 位の後にはない場合（第 1 行）、または意味の上での切れが第 5 位の後のほうが第 7 位の後よ
りも大きい場合（第 5 行）。これをここで 5 句切れと呼ぶ。⑦はその逆で、第 7 位の後に語の切れ目はあるが第 5 位
の後にはない場合（第 57 行）、または意味の上での切れが第 7 位の後のほうが第 5 位の後よりも大きい場合（第 2 行）。
これをここで 7 句切れと呼ぶ。意味の上での切れの大きさが判断ができない場合には丸のない 5・7（第 31 行）とし
たが、これは例えば、31 行目の場合 6・7 位に 2 音節の呼びかけの語が入る場合など。レゾルーションがある行は、
その position を数字で示して短短と記す（第 5 行）。
　結果として、5 句切れは 71 行、7 句切れは 25 行。どちらとも判断しかねるのが 6 行。レゾルーションは 102 行の
うち 14 回。判断しかねる場合も含めて言い換えるならば、5 句切れは 70 － 75％を占めるので、これを標準形とし、






１行 12 音節の詩句で、行末が 5 連続長音節となると単調さは免れない。したがって第 9 位は短音節になる傾向が強













リメトロスや跛行イアンボスが標準 12 音節で 1 行をなすのに対し、シュローカは 32 音節で 1 連をなす。1 連の音節
数が多いので、混同が生じないようここで少し長くなるが用語について規定しておく。下の図版および韻律図解で || 
が連の区切りである。verse, stanza, スタンザ、節、連という呼び方がされるようであるが、ここでは連とする。連を
半分に分けたものを half-verse ないし hemistich という。ここでは hemistich という用語を用いる。hemistich は 16 音
節である。連の内部におけるその区切りは | で表す。hemistich を半分に分けたものは quarter-verse, metrical line, pāda 
などと呼ばれるが、ここでは pāda を用いる。pāda は 8 音節である。下の韻律図解では斜め線 / で pāda を区切った。
また便宜的に 1 連のなかの 4 つの pāda にそれぞれ a,b,c,d を振り、奇数 pāda は a と c、偶数 pāda は b と d とする。さ
らに pāda を二分したものを pāda の前半、後半と呼ぶことにする。これはそれぞれ 4 音節になり、西洋の韻律用語で
は脚（foot）ないしメトロン（metron）がこれに近いと思われる。本稿では混同を避けるため line, verse, foot の語は
用いない。
　下記の韻律図解のように、シュローカの hemistich は v - v - で終わる。言い換えれば偶数 pāda （b, d） の後半部
は v - v - となる。pathyā と呼ばれる標準形（正規形）は奇数 pāda（a, c）の後半部が v - - - であり、全体の 8 割




いう用語があれば hemistich という語は不要に思えるが、奇数 pāda と偶数 pāda はそれぞれ後半分が対称をなすので




食う場面で最後の 4 連である。4 連 = 8 hemistichs = 16 pādas = 128 音節となる。またその次の表は「心臓と耳がない
ロバ」全体の音節の長短を表したものである。これは 25.5 連 = 51 hemistichs = 102 pādas = 812 音節となる。
『カター・サリット・サーガラ』でジャッカルがロバの心臓を食う場面。第 147－ 150 連。
tatkālaṃ jambukas tasya / sa māyāvī kharasya tat |  - - - - v - - - / v - - - v ‒ v - | 147ab
bhakṣayām āsa hṛdayaṃ / karṇau cāpy ātmatṛptayē || - v - - v v v - / - - - - v ‒ v - || 147cd
snātvāgatas tathābhūtaṃ / taṃ dṛṣṭvā gardabhaṃ hariḥ | - - v ‒ v - - - / - - - - v ‒ v - | 148ab
kva karṇau hṛdayaṃ cāsyēty / apṛcchat taṃ ca jambukam || v - - v v ‒ - - / v - - - v ‒ v - || 148cd 
jambukaḥ sō ’pi avādīt tam / akarṇahṛdayaḥ prabhō | - v - - v - - - / v ‒ v v v ‒ v - | 149ab
prāg ēvāsīt kathaṃ gatvāpy / āgacchēd anyathā hy ayam ||  - - - - v - - - / - - - - v ‒ v - || 149cd
tac chrutvā sa tathaivaitan / mantvā kēsary abhakṣayat |  - - - v v - - - / - - - - v ‒ v - | 150ab
tanmāṃsam anyat tac chēṣaṃ / jambukō ’pi cakhāda saḥ || - - v - - - - - / - v ‒ v v ‒ v - || 150cd









網掛けで示した奇数 pāda の後半がほぼ v - - - となるのに対して、偶数 pāda はすべて v - v - である。一つの
hemistich のなかでのこの両者が大きなコントラストをなし、その交替が連綿と続くことになる。これを解説してある
文法書には ‘The syncopation at the end of the first and third pādas gives a feeling of suspense which is resolved at the end 
of each half-verse’ とある。なお上の奇数 pāda の後半で網掛けとなっていない 147c と 150c は、以下で述べるヴァリエー
ション（拡張形）である。
『カター ・サリット・サ ガーラ』KSS. 63:125-150「心臓と耳のないロバ」の短長音節の分布（ｖは短音節、－は長音節）125cd 欠。
 
 1 2 3 4 5 6 7 8 1 2 3 4 5 6 7 8
138 ab ー ー Ｖ ー Ｖ ー ー ー Ｖ Ｖ ー ー Ｖ ー Ｖ ー
138 cd Ｖ ー ー ー Ｖ ー ー ー ー ー ー Ｖ Ｖ ー Ｖ ー
139 ab V Ｖ ー ー Ｖ ー ー ー Ｖ ー ー ー Ｖ ー Ｖ ー
139 cd Ｖ Ｖ ー Ｖ Ｖ ー ー ー ー ー Ｖ Ｖ Ｖ ー Ｖ ー
140 ab ー ー ー ー Ｖ ー ー ー Ｖ ー ー Ｖ Ｖ ー Ｖ ー
140 cd Ｖ ー Ｖ Ｖ Ｖ ー ー ー ー ー ー ー Ｖ ー Ｖ ー
141 ab Ｖ Ｖ ー ー Ｖ ー ー ー Ｖ ー ー ー Ｖ ー Ｖ ー
141 cd ー ー Ｖ ー Ｖ Ｖ Ｖ ー ー Ｖ ー ー Ｖ ー Ｖ ー
142 ab Ｖ ー ー ー Ｖ ー ー ー ー Ｖ ー ー Ｖ ー Ｖ ー
142 cd ー Ｖ ー ー Ｖ ー ー ー Ｖ ー Ｖ Ｖ Ｖ ー Ｖ ー
143 ab ー ー Ｖ ー Ｖ ー ー ー  Ｖ －ー ー ー Ｖ ー Ｖ ー
143 cd ー Ｖ ー Ｖ Ｖ ー ー ー  Ｖ ー Ｖ Ｖ Ｖ ー Ｖ ー
144 ab Ｖ ー ー Ｖ Ｖ ー ー ー  ー ー ー Ｖ Ｖ ー Ｖ ー
144 cd Ｖ Ｖ ー Ｖ Ｖ ー ー ー  ー ー ー Ｖ Ｖ ー Ｖ ー
145 ab ー Ｖ ー ー Ｖ ー ー ー  Ｖ ー ー Ｖ Ｖ ー Ｖ ー
145 cd Ｖ ー Ｖ ー ー Ｖ Ｖ ー  Ｖ ー ー ー 　 Ｖ ー Ｖ ー
146 ab Ｖ ー Ｖ ー Ｖ ー ー ー  ー Ｖ ー ー Ｖ ー Ｖ ー
146 cd ー Ｖ ー ー Ｖ ー ー ー  ー ー ー ー Ｖ ー Ｖ ー
147 ab ー ー ー ー Ｖ ー ー ー  Ｖ ー ー ー Ｖ ー Ｖ ー
147 cd ー Ｖ ー ー Ｖ Ｖ Ｖ ー  ー ー ー ー Ｖ ー Ｖ ー
148 ab ー ー Ｖ ー  Ｖ ー ー ー  ー ー ー ー Ｖ ー Ｖ ー
148 cd Ｖ ー ー Ｖ Ｖ ー ー ー  Ｖ ー ー ー Ｖ ー Ｖ ー
149 ab ー Ｖ ー ー Ｖ ー ー ー  Ｖ ー Ｖ Ｖ Ｖ ー Ｖ ー
149 cd ー ー ー ー Ｖ ー ー ー  ー ー ー ー Ｖ ー Ｖ ー
150 ab ー ー ー Ｖ Ｖ ー ー ー  ー ー ー ー Ｖ ー Ｖ ー
150 cd ー ー Ｖ ー ー ー ー ー  ー Ｖ ー Ｖ Ｖ ー Ｖ ー
 1 2 3 4 5 6 7 8 1 2 3 4 5 6 7 8
125 ab ー ー ー ー Ｖ Ｖ Ｖ ー 　 ー ー ー Ｖ 　 Ｖ ー Ｖ ー
125 cd
126 ab Ｖ ー ー ー Ｖ ー ー ー ー Ｖ ー ー Ｖ ー Ｖ ー
126 cd ー Ｖ ー ー Ｖ ー ー ー Ｖ Ｖ Ｖ Ｖ Ｖ ー Ｖ ー
127 ab ー ー Ｖ ー Ｖ ー ー ー ー Ｖ ー ー Ｖ ー Ｖ ー
127 cd ー ー ー Ｖ Ｖ ー ー ー ー ー ー Ｖ Ｖ ー Ｖ ー
128 ab ー ー Ｖ ー Ｖ ー ー ー ー ー ー Ｖ Ｖ ー Ｖ ー
128 cd ー ー ー Ｖ Ｖ ー ー ー Ｖ ー Ｖ Ｖ Ｖ ー Ｖ ー
129 ab ー ー ー Ｖ Ｖ ー ー ー ー Ｖ ー ー Ｖ ー Ｖ ー
129 cd Ｖ ー ー ー Ｖ ー ー ー ー ー ー Ｖ Ｖ ー Ｖ ー
130 ab Ｖ ー Ｖ ー Ｖ Ｖ Ｖ ー ー ー ー ー Ｖ ー Ｖ ー
130 cd ー ー Ｖ ー Ｖ ー ー ー Ｖ Ｖ ー ー Ｖ ー Ｖ ー
131 ab Ｖ ー Ｖ Ｖ Ｖ ー ー ー ー ー ー Ｖ Ｖ ー Ｖ ー
131 cd ー ー ー ー Ｖ ー ー ー Ｖ Ｖ ー Ｖ Ｖ ー Ｖ ー
132 ab Ｖ ー Ｖ ー Ｖ ー ー ー Ｖ Ｖ ー Ｖ Ｖ ー Ｖ ー
132 cd ー ー ー ー Ｖ ー ー ー ー Ｖ ー ー Ｖ ー Ｖ ー
133 ab Ｖ ー ー ー Ｖ Ｖ Ｖ ー ー Ｖ ー ー Ｖ ー Ｖ ー
133 cd ー ー Ｖ ー ー Ｖ Ｖ ー Ｖ Ｖ ー Ｖ Ｖ ー Ｖ ー
134 ab Ｖ Ｖ ー Ｖ Ｖ ー ー ー ー ー ー ー Ｖ ー Ｖ ー
134 cd Ｖ ー ー Ｖ Ｖ ー ー ー Ｖ ー ー Ｖ Ｖ ー Ｖ ー
135 ab ー ー ー Ｖ Ｖ ー ー ー ー Ｖ ー ー Ｖ ー Ｖ ー
135 cd Ｖ ー ー ー Ｖ ー ー ー ー Ｖ ー ー Ｖ ー Ｖ ー
136 ab ー Ｖ ー ー Ｖ ー ー ー ー Ｖ ー ー Ｖ ー Ｖ ー
136 cd ー ー Ｖ ー Ｖ ー ー ー ー ー ー ー Ｖ ー Ｖ ー
137 ab Ｖ ー Ｖ ー Ｖ ー ー ー Ｖ ー Ｖ Ｖ Ｖ ー Ｖ ー
137 cd ー ー ー Ｖ Ｖ ー ー ー Ｖ Ｖ ー ー Ｖ ー Ｖ ー
　左列の 125-150 は連。abcd はそれぞれ pāda。1-8 は各 pāda のなかでの音節の position（位）とする。各 pāda の最
後である第 8 位はすべて長音節として表記した。pathyā と呼ばれる標準形（正規形）は奇数 pāda（a, c） の後半部が
v - - -である。奇数 pāda (a, c) の後半部がそうなっていないのは vipulā と呼ばれるヴァリエーション（拡張形）で
ある（125a, 130a, 133a, 133c, 141c, 145c, 147c, 150c）。各 pāda の前半部はある程度の制約はあるが基本的に自由である。
2-8 位を網掛けにしてあるのは跛行イアンボスの標準形の行末と同じ構造 - v - v - - - になる箇所であるが、これ
については次の章で述べる。
　ヴァリエーション（拡張形）は 51 の hemistich のうち 8 つで 16% の割合である。これは参考にした A.Macdonell, A 





　跛行イアンボスでの 5 句切れは 70 － 75％であり、これを標準形とみなし、7 句切れがヴァリエーションとなって
変化を生み出しているとの見方は可能であろう。いっぽうシュローカは、奇数 pāda 後半の v - - - と偶数 pāda 後
半の v - v - の対称が――この寓話では 84％の割合で――連綿と繰り返されるのを標準形として、奇数 pāda 後半で
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　ところで、シュローカの奇数 pāda（a,c）の後半 4 音節は――標準形の場合に――跛行イアンボスの行末 4 音節














『カター・サリット・サーガラ』の 51 ある奇数 pāda (a,c) のうち、第 2-8 位が - v - v - - - となるのは 10 あり、そ
れを左列に配する。第 1 位は括弧に入れる。バブリオスの 102 行のうち 70 － 75% は 5 句切れである（レゾルーショ
ンは 11 行あるが、ほとんど全てが行の前半。一箇所だけ後半だが、7 句切れなのでここでは関係しない）。したがっ
て 70 行余りは詩行の後半である第 6-12 位が - v - v - - - となる。そのうち左列の『カター・サリット・サーガラ』
の詩句と内容の点で近い箇所を選んで右列に並べてみる。行頭の数字はそれぞれ連ないし行の数字である。「心臓と
耳がないロバ」のシュローカの奇数 pāda の 2 割と、「心臓がない鹿」の跛行イアンボスの 7 割が、 - v - v - - - と
いう同じ 7 音の韻律パターンを持つことになる。
127a  （ta）tra sthitaṃ gatē tasmin １  en pharangi petraiē
　　（タ）トラ　スティタン　ガテー　タスミン 　 エン　ファランギ　ペトライエー
　　 （tat） ras thi taṃ ga tē tas min 　 en pha ran gi pet rai ē
          　　 –   v    –   v  –  –   –  　  –    v    –  v  –  –  –
　　  その（王が）去ってからもそこにいた 　 岩の裂け目の洞穴に  
128a  （nir）gatya kiṃ yathāśakti  ４  ei theleis me sy zōein
　　  （ニル）ガティヤ　キン　ヤター シャクティ 　 エイ　テレイス　メ　スッ　ゾーエイン
　　  （nir） gat ya kiṃ ya thā śak ti  　 ei the leis me sy zō ein
           　　 –   v     –    v  –   –  –  　 –   v    –     v   –   –    –         　　　
　　  なぜ外に出て力の限り 　 お前が私に生きていてほしいと望むなら 
130c  （tan） mē vraṇāni rōhanti  ８  kheiras eis emās hēksei
          （タン）メー 　ウラナーニ　ローハンティ 　 ケイラス　エイス　エマース　ヘ クーセイ
　　  （tan） mē vra ṇā ni rō han ti 　  khei ra sei se mās hēk sei
                     –     v   –   v  –    –   – 　     –   v   –   v    –     –     –
　　  そうすれば私の傷は治る 　 私の手の届くところまで来るように
インドの説話「心臓と耳がないロバ」とイソップ風寓話「心臓がない鹿」
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132a  （bhra）mañ jalāntikē labdhvā 11  malthakēs hyper poiēs
　　   （ブラ）マン　ジャラー ンティケー　ラブドワ  ー 　  マルタケース　ヒュペル　ポイエース
　　   （bhra） mañ ja lān ti kē lab dhvā  　  mal tha kēs hy per poi ēs
        　　　      –    v   –   v  –   –      –  　    –    v     –   v   –     –   –
　　   流れのほとりを歩いていて出会った 　  柔らかな草の上で
136c  （siṃ）hō dadau karāghātaṃ 40  esparaksen akraiois
         （シン）ホー　ダダウ　カラー ガ ターン 　  エスパラクセン　アクライオイス
　　 （siṃ） hō da dau ka rā ghā taṃ 　  es pa rak se nak rai ois
         　　    –   v   –    v  –    –     – 　  –  v    –    v    –    –    –
　　  ライオンは一発くらわせ 　  （鉤爪の）先で削いだ
137a  （sa） tēna vīkṣitas trastaḥ 42  ēgen eis mesās hȳlās
         （サ）テーナ　ウィー クシタス　トラスタハ 　  エーゲン　エイス　メサース　ヒュ ラーー ス
　  　（sa） tē na vīk ṣi tas tras taḥ 　  ē ge neis me sās hȳ lās
          　　–   v    –  v   –    –     – 　  –  v    –     v    –   –   –
　　  ライオンに睨まれて震えあがり 　  森のなかへ（驚いて逃げた）
138a  （siṃ）has tv asiddhakāryaḥ svāṃ 46  līmos eikhe kai lȳpē
          （シン）ハス　トワシッダカー ルヤハ　スワーム 　  リー モス　エイケ　カイ　リューペー
　　  （siṃ） hast va sid dha kār yaḥ svāṃ 　  lī mo sei khe kai lȳ pē
         　　　  –    v   –    v     –    –      – 　  –   v    –    v    –   –   –
　　  だが事をしくじったライオンは自分の（洞穴へ） 　  飢えと痛みに（苦しんで）
143a  （mith）yaiva vibhramō dṛṣṭas 68  tūs philūs hypopteueis
          （ミト）ヤイワ　ウィブラモー　ドリシュタス 　  トゥー ス　フィルース　ヒュポプテウエイス
　　   （mith） yai va vibh ra mō dṛṣ ṭas 　  tūs phi lūs hy pop teu eis
            　　　 –    v    –     v   –    –    – 　   –     v   –    v    –     –    – 
　　  幻でも見たのだ 　  お前は友を疑うのか
146a  （ni）kṛtya gardabhaṃ taṃ ca 90  eikhe daita panthoinēn
          （ニ）クリトャ　ガルダバン タン チャ 　  エイケ　ダイタ　パントイネ ンー
          （ni） kṛt ya gar da bhaṃ taṃ ca 　  ei khe dai ta pan thoi nēn
             　–   v   –    v      –      –    –  　  –    v    –    v    –    –     –
　　  ロバを解体し終えると 　  素晴らしいご馳走を楽しんだ
148a  （snāt）vāgatas tathābhūtaṃ 93  kardiēn de nebreiēn
          （スナ トー）ワ ガータス タター ブ ターン 　  カルディエ ンー デ ネブレイエ ンー
　　  （snāt） vā ga tas ta thā bhū taṃ 　  kar di ēn de neb rei ēn
          　　　–   v   –   v   –    –     – 　   –    v  –   v    –    –   –
　　  沐浴を終えて戻ってきてこのような有様の 　  鹿の心臓を
（１行目は単語ごとに分ける。２行目はそのおおよその読みをカタカナで示す。３行目は単語の区切りを無視して音
節ごとに分けたもの。子音が続く場合は適宜前後の音節に分散（行頭ではそのまま）。４行目は音節を長短で。なお
左列で v は [w] としてカタカナ書きし、ṃ は「ム」ではなく發音「ン」とした。いずれも子音扱い。対して ṛ は母音。
また右列で χ は ch ではなく kh で転写。υ は単母音の場合 y で転写し円唇前舌狭母音 [y] である。ｚは複子音扱い。
また両列ともに帯気音 kh, th, dh, ph, bh などは単子音）
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12  レゾルーションは、悲劇詩人アイスキュロスやソフォクレスの場合 100 行につき 6 回程度で、エウリピデスの場合
作品により異なるが、これが最も頻度の高い『オレステス』の場合 100 行につき 40 回近くになる。カエスーラお
よびレゾルーションについては C.M.J.Sicking, Griechische Verslehre, 1993. p. 90-97 によった。本稿でいう 5 句切れは、
Sicking p.95f. における P-7, P+7 の行、７句切れは H-5, H+5 の行である。
13  その一箇所は 29 行目 πρὸς τὸν λέοντα, μὴ πάλιν με ζητήσῃ。ζ は本来二重母音で、第 97 行では行末の語が ἐπεζήτει で
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14  cf. 拙訳：A. メイエ『印欧祖語に起源をもつギリシア詩の韻律』（1923）　第 7 章「イアンボス・トロカイオス（短長・
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